
　来春から幼稚園に入園しようというお子さんの保護者の

方々に面接をする機会がありました。かれこれ10年以上続け

ている保護者面接ですが、ここ２～３年で著しく様変わりした

のが父親参加の激増ぶり。平日にもかかわらず、今年はおよ

そ８割くらいだったでしょうか。お父さんもいっしょの面接、数

年前までは決して多数派ではありませんでした。

　いわゆるブランド幼稚園であれば、以前から両親そろって

いたのかもしれません。しかし、私が出かけている幼稚園は、

ごくごく普通の地域の子どもが通う幼稚園。普段着とはいわ

ないまでも、お受験ファッションで親子そろって面接に臨む

ような園ではありません。やはり、時代の空気は「共育て」へ

と急速にチェンジしているようです。

　「今日は休暇を取って幼稚園に来ていただいたんです

か？ 熱心ですね」。私が声をかけると、「やはり、父親として大

事なことだと思うし、なるべ

く子どもの成長にかかわり

たいと思っているので」と

か、「別に熱心というほどで

はないんですけど、父親も

来るのがフツーなのかと

思っていました」と返ってき

ます。照れ笑いしながら、

「息子の入園面接なので休

暇いただきますと課長に

言ったら、せいぜいボロを

出さないようがんばってこ

いと激励されてきました」と

いうお父さんも。さらに、今

回は「僕、育休中なんで

す！」と言うお父さんが初登

場しました。

　多くは30代前半あたり、

若い父親のみなさんにとっ

ては、入園面接は家族そ

ろって出かける家族イベン

トであるかのように、自然に

足を運んできていたようでした。

　しかし、そういうお父さんたちも、もう一皮むいて日ごろの

子育てへのかかわり方を尋ねてみると事情は変わってきま

す。ピンは育児休業中から、ほとんど奥さん任せで何もしな

いキリのお父さんまで、かなりのばらつきようです。

　そんな彼らがもらした一言を少し紹介してみましょう。「やは

り、自分は働き盛りド真ん中ですし、楽な仕事でやっていける

ご時世でもないですし。平日から子育てにかかわるのは難し

いです」とか、「やっぱり、日ごろの子育ては、中途半端に自

分がかかわるよりも妻に任せたほうが子どもの成長にいい

と思うんです。父親にできることは、こういう大事な節目で出

てくることじゃないかな」という意見も。また「会社でも、ワー

ク・ライフ・バランスとかよくいわれてますけど、正直無理で

すよね。父親として子育てにどのくらい、どのようにかかわる

べきか、わからないままになんとなくやってきてしまいました。

これから、どうすればいいんでしょうね？」と、逆に質問を投げ

かけてくるお父さんまでさまざまでした。

　こういうお父さんたちの姿、本音、悩みこそ、ナマの「男た

ちのワーク・ライフ・バランス問題」です。放っておいてはい

けません。そこで、私たちの研究所から発刊した書籍『男たち

のワーク・ライフ・バランス』の

なかでは、「父親タイプ診断

チャート」と、タイプ別の処方

箋を提案しました。読者のみ

なさんからも好評のようです。

　これは、イエス・ノーで質問

に答えていくと自分の父親タ

イプにたどり着くというもの。

「積極パパ」、「模索パパ」、

「仕事一直線パパ」、「おろお

ろパパ」、「クラシックパパ」、

「受け身パパ」の６タイプ、あな

たはどのタイプにたどりつい

たでしょうか。ちょうど子育て

真っ最中の方だけでなく、す

でに子育てを終えてしまった

方も、あの懐かしい子育て時

代を思い出して試してみてく

ださい。きっと、部下の気持ち

を理解しやすくなるはずです。

　ちなみに、私たちがこれま

で大勢の方々に試してもらっ

てきた結果では、もっとも多いのが「模索パパ」のようです。

これらの６タイプ別の処方箋については、次号から２回に分

けて説明していきたいと思います。ご期待下さい。

（なかま・しんいち）
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